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背景と目的
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背景

知識伝承の重要性の高まり（2007年問題）
団塊世代労働者の高齢化・大量退職に伴う知識喪失

特に「製造業」の「設計」の知識伝承が急務

就業者に占める
若年者・高齢者の割合の推移

基盤技術別過不足状況及び質的不足感

出所：経済産業省「2006年版ものづくり白書」
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基本コンセプト

熟練技術者の高齢化・知識伝承問題

設計に関する知識はどう伝えるべきか？

設計業務にフォーカスした知識
獲得のボトルネックの解消

暗黙的な設計知識の記述支援
（プロセス記述と既存文書データ

管理による設計知識記述）

図面、設計標準、計算書など数多くの文書

設計工程にあるノウハウ

タスク1

設計プロセス

タスク2

タスク3

タスク4

文書

文書
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ShareFastシステム

ワークフローによる業務プロセスを記述

ワークフローと電子データの関連付けによる
知識記述

タスク1

業務プロセス

タスクに関する知識プロセス知識

タスク2

タスク3

タスク4

文書

文書

ShareFast
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ShareFastシステム

「構造化されたマニュアル」

プロセス全体をワークフローで表現

数ある知識文書をタスクごとに整理して管理

タスクをクリックして
関連するマニュアル
のリストを表示

クリックでマニュアル
を表示

ワークフローを表示

タスクをクリックして
関連するマニュアル
のリストを表示

クリックでマニュアル
を表示

ワークフローを表示
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目的

ShareFastシステムを利用したCAD操作のナ
ビゲーションシステムの開発

実証実験によるナビゲーションシステムの評
価

ユーザの履歴取得機能

設計者間のコミュニケーション用ディスカッション
機能
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開発したシステム
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文書

１．クライアントソフトでワークフローを記述、共有

文書

２．ドラッグ＆ドロップで
文書とタスクを関連付け
データはすべてサーバで管
理

３．クリックで関連文
書のリストを取得

文書

４．別ウインドウで文書
を閲覧

５．ワークフロー、タスク、
文書ファイルに関するコメ
ントを記録

６．全文検索機能を提供

ShareFastシステム

(独)情報処理推進機構 2005年度下期未踏ソフトウェア創造事業
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全体システムの設計

workflow

文書
meta
data

ShareFast Client

meta
data

workflowmeta
data 文書

meta
data

ワークフローを記述する

文書を登録する 文書を閲覧する

workflow文書
meta
datameta

data

ShareFast Client

ShareFast Server

ShareFast ClientＲＤＦスキーマによる
メタデータ記述

すべてのデータを一元
管理

タスク1

設計プロセス

タスク2

タスク3

タスク4

文書

文書
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システムの運用

ワークフロー中のタスクごとのコメント管理

システム中のワークフロー・文書の閲覧履歴
の記録

Task 2-1

Task 2-2

Doc.
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Doc.

Task 1

Task 2

Task 3

Tacit
Knowledge

retrieve
knowledge

Task 2-1

Task 2-2

Doc.

Task 1

Task 2

Task 3

Tacit
Knowledge

Task 2-1

Task 2-2

Doc.

Task 1

Task 2

Task 3

Tacit
Knowledge

Comment

Comment

0 : 00 :00

0 : 00 :43

0 : 01 :26

0 : 02 :10

0 : 02 :53

0 : 03 :36

二
重
底
高

さ
(h
)

船
深
さ
(d
)

船
幅
(B

)
船
倉
長

さ
(a
)

隣
船
倉
長

さ
(a
*)

S
to
w
a
g
e
F
a
c
to

r(
sf
)

船
倉
の

縦
横
比
(λ

)
隣
船
倉
の
縦
横
比

(λ
*)

二
重
底
単
位
面
積
荷
重
(p
)

ホ
ッ
パ

幅
(b
H
)

ホ
ッ
パ
高

さ
(h
H
)

ヤ
ン
グ

率
(E
)

外
板
板
厚

(t
1
)

内
板
板
厚

(t
2
)

船
幅
・

二
重
底
幅
比
(κ

)
ホ
ッ
パ

傾
斜
角
(φ

H
)

横
隔
壁
位
置

の
固
着
度

(k
x
)

隣
接
船
倉

の
影
響
修
正
係
数

(μ
二
重
底
曲

げ
強
度
(D

)

コメントの追加

ユーザログの記録
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ユーザの操作履歴の例

ユーザがログインした後、すべてのコンテンツへの
閲覧状況が記録される

Start Time Student Name Task
14:55:15 Student 2 Login + Introduction
14:55:43 Student 1 Login + Introduction
14:58:17 Student 3 Login + Introduction
15:19:16 Student 2 Create New Project
15:19:35 Student 3 Create New Project
15:21:17 Student 1 Create New Project
15:23:24 Student 1 Input Initial Values
15:24:01 Student 3 Input Initial Values
15:26:48 Student 1 Copy Example Files
15:27:42 Student 3 Copy Example Files
15:28:17 Student 2 Input Initial Values
15:31:08 Student 2 Copy Example Files
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実証実験
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実証実験

目的

開発したシステム上の教育用コンテンツによりＣ
ＡＤ操作のナビゲーションができることを示すこと

ユーザのログやディスカッション機能のデータを
利用して、コンテンツの改善が可能であることを
確認すること
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ＣＡＤ操作ナビゲーション

開発したシステムによるコンテンツを利用し
て、ＣＡＤ操作のナビゲーションを行う実験を
行う

実験条件

学生３人ずつの２チームを編成

船舶設計用ＣＡＤであるTribon M3の基本設計
モジュールを利用して設計ナビゲーションの実験

作業時間４時間程度
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実験の詳細

トレーナーはすべてのモジュールに対して
ワークフローを作成

教材となるマニュアル類をワークフローに付
加

受講者はシステム中のワークフローによるＣ
ＡＤの操作を通じて船舶設計を学習

マニュアル類などの関連文書の閲覧

Ｑ＆Ａシステムを通じた議論
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実験の様子
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Lines Designモジュールの作業

stern/stem profile

transom

section

PMB

waterline

前(stem・bow)

後(stern)

FOB
FOS

stern/stem profile

transom

section

PMB

waterline

前(stem・bow)

後(stern)

FOB
FOS

船体の基本形状の定義

Final result of Lines Design module
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Retrieving material 
from task node

Discussion thread 
of this task

対象業務のワークフロー
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対象業務のマニュアル（一部）

ソフトウェアの具体的な操作を記述したマ
ニュアルをシステム経由で提供
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Overview Project Creation Lines Design Patch and Curve Compartment Calc/Hydro

ユーザの操作履歴の分析

詳細な作業状況の把握による問題特定
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PandC - Start Editor Mode.doc
PandC - Make Initial Surface.doc
PandC - Complete the Surface.doc
PandC - Check and Adjust Isophotes.doc
PandC - Release the Surface.doc
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ディスカッション機能の結果分析

問題 原因 対応

“Complete the surface”の
作業を完了できない受講
者がいる

新しい曲線の追加の方法
がわからない

“Complete the surface”に
おける曲線追加の方法を
作業マニュアルでより詳細
に記述

アイコンの意味がわから
ない

作業マニュアルに説明が
ない

“accept”, “edit”, “profit”と
いったアイコンに関する説
明を追加

Hull formをインポートする
方法がわからない

Hull formのインポートに
ついての説明がなかった

Hull formのインポートに
関する説明を追加

“Use Hull form”というメ

ニューを見つけることがで
きない

メニューが存在する場所
の説明がなかった

[File]-[Use]-[Hull Form]
と詳細な説明を追加
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改善効果

２グループ目の平均所要時間は、１グループ目に
比べて短時間で完了
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考察

実際に演習を行っている際に発見された問
題点をディスカッション機能によりワークフ
ローや文書と関連付けた管理が可能となっ
た

ユーザ履歴取得機能により、どこの作業に
時間を費やしているかが明らかとなった

ＣＡＤ操作ナビゲーションシステムの問題の発見

サンプル数が少ないため、有意な差が見ら
れたかの評価は困難である
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結論

ShareFastシステムを利用してCAD操作ナビ
ゲーションシステムを開発し、以下の機能の
有効性を確認した

ナビゲーションシステムの問題点の発見に有効
であった、システムの提供するユーザ履歴取得
機能

問題点がどの操作によるものなのか、その記録
の容易なディスカッション機能
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今後の課題

実業務への適用への
課題

商用システムへの組み
込み

運用コストの軽減

ユーザインタフェースの
改善

Java化と商用グループ
ウェア（ロータスノーツ）
への組み込み
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